モデル事業実施施設・事業報告書

【（様式②）モデル事業の実施プロセス・効果】

１．モデル事業の計画段階のプロセス
　① モデル事業の申請に至るまでのプロセス

	・どのような目的や動機、施設内の話し合いがあって申請に至ったのか

工賃ステップアップ事業に申請する以前から、工賃のアップという方向性は出されていましたが、具体的な手立てについてはほとんど話し合われていない状態でした。
　　モデル事業申請以前は、下請作業と自主製品の製造・販売を行い、１万円程度の工賃を支払っていました。しかし、自立支援法が施行され利用者負担が発生し、施設の利用料や交通費、食費の支出を合わせると利用者に経済的負担をかけることになりました。これでは地域での自立を目指すとした法の主旨や、施設の基本方針と乖離してしまうことから、工賃の支給額の向上を図る必要があると話し合われました。利用者負担が発生するのであれば、それに見合う所得保障の手立てを考えるべきであると判断し、個人の年金と工賃とを合算した額で最低賃金に近づける目標を設定し、モデル事業の申請を行いました。




　② コンサルタント等の選定におけるプロセス

	・どのような目的、施設内の話し合いがあって申請に至ったのか

　　

コンサルタントの選定についてまず考えられたことは、一般のコンサルタントでは施設（授産施設）の機能や利用者の特性を理解していただくのは困難ではないかという点でした。

そこで、滋賀県セルプ協の小野会長から、滋賀県社会就労事業振興センター事業アドバイザーの細川氏を紹介していただきました。

社会就労事業振興センターでは滋賀県下の施設や作業所の実情を把握されており、また制度、利用者の状態も理解されていたので、コンサルタントとしてお願いすることにいたしました。

細川氏からはコンサルタントが事業を作り上げるのではなく、あくまで主体は施設側だと指摘を受けました。




　

③ 対象事業（対象作業科目）の選定の方法とプロセス

	・どのような対象事業の選定方法（市場調査の実施や現状の作業の検証など（コンサルタントからどのようなアドバイスがあったのかを含む））を行い、その結果どのような施設内の話し合いがあって対象事業の決定に至ったのか

　　工賃アップを行うための具体的な事業選定がなされていない状況の中で、コンサルタントからまず指示を受けたことは、情報収集を行うことと施設の「強みと弱み」を見極めることでした。そこで職員全員が収入向上に向けての情報を収集し、施設の事務室のボードに貼り出すことで、情報を共有化しました。また現状を分析することによって、利用者、職員とも新規事業の展開が図れる余地があることがわかりました。

　　得られた情報では機密文書の廃棄処理事業、アルミ缶回収事業、ポスティング事業などがありましたが、それらの中から次の視点で事業選択を検討しました。

1 知的障害者が取り組むのに相応しいか否か

2 地域に貢献できる事業か

3 利用者の自立生活に寄与するかどうか

　　以上の視点をもとに駐輪場管理業務、配食サービス、花育苗事業の３つを候補に上げ、事業展開の具体化を図りました。花育苗については技術をともなうことと、作業環境の整備に費用を要することから大幅な工賃増を目指すのではなく、試行栽培を通して技術習得を行なった上で、事業として適当か判断することとし、最終的に駐輪場管理業務、配食サービスの２事業を展開し、あわせて既存の作業も改善を図ることで収益増を目指すことに決定しました。




　④ 具体的数値目標・改善計画の策定のプロセス

	・具体的数値目標や改善計画の策定（コンサルタントからどのようなアドバイスがあったのかを含む）にあたり、どのような施設内の話し合いがあって決定に至ったのか

　　

　　展開する事業決定を踏まえて、その事業に必要な作業スキルを確認しました。駐輪場管理業務では接客業であるため、あいさつや身だしなみといった基本的なことと、金銭のやり取りという部分で顧客とのコミュニケーションや計算といったスキルの向上が必要であることがわかりました。また、平日の定時作業ではなく、早朝や夜までの作業もあることから作業従事者が限定されることもわかりました。したがって、そのことを踏まえ、施設の職員体制も踏まえた上での収支計画を立案する必要がありました。

　　また、配食サービスも衛生面での対応から利用者のスキル獲得を図る必要があるため、事業立ち上げ当初から過負荷となる配食数を計画することは困難なため、実力に見合った事業計画の立案をする必要があると話し合われました。




　

⑤ 地域ネットワーク会議の設置に至るまでのプロセス

	・どのような目的をもって地域ネットワーク会議を設置したか、どのような施設内の話し合いがあって構成委員を選定し、地域ネットワーク会議の設置に至ったのか

　　利用者の工賃向上を可能とする事業展開を図るための情報提供をしてもらえる方であり、なおかつその事業の顧客となっていただける方というコンサルタントからの指示で構成員の選定を行いました。

　【ネットワークの構成委員】

· 行政の動きと連動する中でビジネスチャンスが得られることをねらいとして行政関係者。

· 企業の作業スキルを園に生かすこと、異業種交流を図ることと企業が持つネットワークの中でのビジネスチャンスを得られることをねらいとして企業経営者、商工会議所。

· 工賃アップの取り組みを当園単体のものとしないために市内の施設関係者。

· 職員だけの動きではなく法人、施設の取り組みとするために法人理事・監事、保護者。

　　以上の考えをもとに委員を構成し、ネットワーク会議を開催しました。


　⑥ 職員への説明（動機付け）の方法とそのプロセス

	・どのように職員全体に「事業のすすめ方」や「工賃アップの意味」などを説明し、共有理解を図ってきたのか

　　地域での自立生活を考える上でも所得保障は必要であり、そのために園としてできることは、一般就労の促進とともに工賃の向上を図ることであると説明を行った。しかし、保護者や利用者の中には現状維持を望み、工賃向上の取り組みで過負荷となることを避けたいという意見もあった。職員もその意見に同調することもあったが、現状維持の中では生活の向上は望めず、利用者の可能性も否定するのではないかと話し合い、工賃アップの動きを施設全体の取り組みとする共通理解を図った。


　⑦ 利用者・家族等への説明（動機付け）の方法とそのプロセス

	・どのように利用者や家族に「事業のすすめ方」や「工賃アップの意味」などを説明し、共有理解を図ってきたのか

　　保護者、利用者に対しても工賃アップの必要性を説明し、事業の進捗を説明、報告した。施設で新たに取り組む事業が選定された時点で、その事業に就きたいと希望している利用者や、適当であろうと思われる利用者を対象にして、実習など試験的な取り組みを行う中で、保護者や利用者の急激な変化にともなうリスクの軽減を図った。また併せて施設の職員態勢の確認を行い、既存作業への影響も調査した。実際に試験的な取り組みを行うことで、従事している利用者の意欲の向上が感じられ、その他の利用者も興味を持つようになり、動機付けが図られた。


２．モデル事業の実施内容

（1）モデル事業の実施体制
　① モデル事業実施にあたっての事業者側の体制

	・プロジェクトチームや職員リーダーの設置など、その実施体制を図示




　② 職員や利用者のスキルアップのための研修体制

・実施（受講）してきた研修名（見学先施設名）、その目的と効果、参加者、など

	№
	実施月日
	研修名（見学先施設名）
	研修の目的と評価
	参加者
	備考

	１
	10月23日

	出会いの家作業所
	配食事業の状況・課題・販路等展開方法の調査について
	指導員

調理員
	

	２
	11月18日
	玉津学区日赤奉仕団の配食サービス
	地域の在宅高齢者宅の訪問
	指導員


	

	３
	11月24日
	草津保健所
	衛生管理について
	指導員
	

	４
	11月27日
	陽だまり作業所


	配食事業の状況・課題・販路等展開方法の調査について
	指導員


	

	５
	12月12日
	レインボーハウス
	利用者の関わり方
	指導員


	

	６
	12月19日
	サクラ食品
	衛生管理についての学習
	指導員
	

	７
	2月27日
	衛生学習会
	手洗い、衛生指導
	指導員

食品関係に従事する利用者
	市の保健師を派遣


（2）モデル事業に基づく工賃アップのための具体的な行動

・各職員（利用者）が具体的にどのように行動したか
	主担当職員名

（イニシャル）
	職種
	実施月日
	具体的な行動

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	９月１４日
	守山市社会福祉協議会に事業の相談

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	９月２０日
	自転車駐車場見学

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	９月２２日
	管理業務マニュアルの作成

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	９月２９日
	守山市社会福祉協議会に事業協力の依頼

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１０月３日
	自転車駐車場　施設見学

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１０月１０日
	自転車駐車場　従業員打ち合わせ

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１０月１３日
	利用者　作業従事者の希望聞取り

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１０月２０日
	利用者・保護者　実習案内　

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１０月２３日
	自転車駐輪場　実習　２名

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１０月２４日
	自転車駐輪場　実習　２名

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１０月２５日
	自転車駐輪場　実習　２名

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１０月２６日
	自転車駐輪場　実習　２名

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１０月３０日
	守山市社会福祉協議会に実習報告

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１０月３０日
	利用者の職能評価・面接

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１１月１３日
	第二回地域ネットワーク会議にて報告

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１１月１５日
	男性ボランティアへボランティア募集要請

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１１月２１日
	利用者　接客マニュアルの作成

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１１月２７日
	男性ボランティア団体と協力体制を築く

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１２月１４日
	男性ボランティア　日程決定

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１２月１５日
	利用者　接客訓練開始

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１２月１５日
	守山市社会福祉協議会へ事業申込み

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１２月２２日
	保護者宛て案内リーフレットの作成

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１２月２５日
	守山市社会福祉協議会　１月シフト完成

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１２月２６日
	利用者　保護者へ案内リーフレット　配布

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１月１２日
	事業試行　Ⅰ　開始　（毎週月金）

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１月１７日
	第四回地域ネットワーク会議　報告

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	１月２５日
	自転車駐輪場　定期販売体験

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	２月１日
	事業試行　Ⅱ　開始（毎週月木金）

	Ｙ．Ｏ
	作業指導員
	３月１日
	事業試行　Ⅲ　開始（週休２日）


・各職員（利用者）が具体的にどのように行動したか
	主担当職員名

（イニシャル）
	職種
	実施月日
	具体的な行動

	Ｉ・Ｙ
	指導員

利用者2名
	１月～
	給食の食器洗浄実習開始

	Ｉ・Ｙ
	指導員

利用者2名
	２月～
	給食の調理実習開始


３．モデル事業における効果の検証

① 利用者にとってどのような効果があったか

	（施設側からの視点）

　　新しい事業を展開することで、具体的なイメージを持つことができている。また、施設内が変化していることで期待感を持つようになっている。実際に新しい事業に従事している利用者を見ることで憧れを感じ、興味をもち、工賃の向上に消極的だった利用者も変化が期待できている。

（利用者からの声）

· 挨拶をすると返ってくることもあったり、なかったり。でも挨拶を返してくれると嬉しい。

· 朝、起床できるようになった。

· 普段より丁寧に挨拶をするようになった。

· 嫌なことがあって、すぐ怒ったり大きな声を出すことはお客様（地域の人）には失礼なので我慢しなければいけません。

· お客様に「少々おまちください」「ありがとうございました」とやさしい言葉をかけることが難しい。

· お客様からお金を預かることは最初はとても緊張しましたが、日が経つにつれて嬉しくなってきました。お客様から大事なお金を預かっており、なくさないよう心がけています。


　② 職員にとってどのような効果があったか

	（施設長側からの視点）

　　新規作業の担当職員はもちろんのこと、既存作業担当職員も工賃アップに向けてそれぞれが作業確保に努める動きが出てきた。

　　また、絶えず各自が情報に耳を傾けるようになってきた。このように今回のモデル事業を行うことで､どの作業も活発に取り組めるようになった。

（職員側からの視点）
　　ネットワーク会議を行うことで、工賃向上につながるような情報は至るところにあるが、施設がそれを把握できておらず、事業化できていないことに気づかされた。また第三者の意見や評価を得ることによって、客観的に事業の修正が可能となりネットワークの有効性を感じた。またコンサルタントを受け、生産活動を評価されたことは、今後の事業展開にとって有効であった。


　③ 施設全体にとってどのような効果があったか

	・施設･法人全体の視点でどのような効果があったのか

　　

　　この工賃水準ステップアップ事業で、ネットワーク構成員をいろいろな方にお願いして、参加していただき、また法人の理事等もネットワーク会議に参加され、施設の現状を把握してもらえた。

　　事業の実施期間を通じていろいろな情報提供を受け、またアドバイスをしていただけるなど積極的な動きが出てきている。このような動きの中で、職員集団だけで取り組みがちであった事業が広がりをもち、施設の活性化が図られている。


４．コンサルタントに対する評価
	（良かった点）

　私たちの業務や利用者支援について新たな切り口でアドバイスをいただき視野が広がった。

　ビジネスマナーや商品に関する知識を得ることができた。

　地域とのつながり方について新しい形を提案していただき参考になった。

（課題だと思った点）

　話されていることが難しく、理解し行動に移すことが難しかった。

　半年で事業を完遂するためか課題が多く、現場と並行して課題を解決していくのが困難であった。

（今後について）
  コンサルタントに現場に入ってもらうことは良いことだと思うが、コンサルティングを受ける余裕がなかなか見出せない。コンサルタントを継続してお願いするかどうか迷っている。


５．今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望
	　わずか半年間で工賃アップの見通しをつけなければならないため、収益面を重視した感じである。もう少し時間をかけて、環境調整した上で条件などを整えて取り組んでいったほうがよい結果が出るのではと反省する。課題としては新規事業の展開を図るために要する労力をまかなうという職員体制の確立と共通理解の維持、徹底があげられる。


６．19年３月（モデル事業終了）以降の最終目標達成までの具体的なすすめ方
	・今後の実施体制や予算なども含めて

　　駐輪場管理業務や配食サービスはさらに発展させて、公共施設の管理委託業務や独居老人の安否確認などにつなげていく計画を立案している。そのために人的な部分ではスキルの向上を図り、予算的な部分では収支を基に必要な設備投資を行っていく。


７．工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）のすすめ方に対する意見・提案
	・モデル事業実施施設の立場から－今後工賃アップに取り組む施設へのアドバイスなど

　　工賃の向上は一職員や施設内だけで取り組むには限界があります。ネットワークを構成し、情報の出入りを円滑に行う必要があります。また利用者や保護者の工賃アップに対する願いの顕在化を図ることも必要です。その上で工賃アップを「やりきる」という強い意志の下に事業の展開を図ることが成否の鍵を握ると感じています。


わくワークネットワーク（地域ネットワーク会議）


行政関係者（福祉・労働）


企業経営者


商工会議所


施設関係者


法人理事・監事


保護者





施設長





事業実施担当者





既存事業の維持向上グループ





新規事業の展開グループ





コンサルタント








